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デコボコベースに⼊社を決めた理由を
教えてください。

 わたしがデコボコベースに⼊社を決めたの
は、切れ⽬のない⽀援ができると感じたから
です。学⽣時代に学習⽀援のボランティアや
放課後等デイサービスでアルバイトをしてい
た経験から、卒業後も教育や福祉の現場でお
⼦さんの⽀援を続けたいと思っていました。
しかし、その思いと同時に、⽀援をしていた
お⼦さんが、「これからどのような職業を選
択するのか」「どのような⼤⼈になるのか」
にも興味があり、⾃⽴⽀援や就労移⾏⽀援で
働いてみたいという気持ちもありました。
 デコボコベースが提供するサービスは、未
就学児〜成⼈の⽅が利⽤されており、お⼦さ
んも成⼈の⽅も⽀援できるチャンスがあると
感じました。⾃分の⽀援の幅を広げられるこ
と、年齢問わずお困りごとのある⽅を⽀援で
きると感じたことが⼊社の決め⼿になりまし
た。
 

デコボコベースのサービス

「発達に凸凹があっても、社会の⼀員として
⾃然に受け⼊れられ、活躍できる」ように、
児童⽀援から就労⽀援まで、⼈⽣のステップ
に合わせた⽀援を展開しています。

\ 23卒に聞く！/

デコボコベースってこんなところ

etc...



現在、Peaceプログラムのリーダーを務めてい
ると伺いました。プログラム内容と進める中で
のやりがいなどを教えてください。

PEACEプログラムは、神⼾⼤学・⿃取⼤学
の先⽣⽅と共同研究を⾏い開発された個別の
プログラムです。全10回のセッションを通し
て、様々な感情を知ること、お⼦さんが⾃分
⾃⾝で不安に気づき、不安を低減させる⽅法
を⾝につけることなどを⽬的にプログラムを
⾏っています。
プログラムを通してのやりがいとしては、お
⼦さんの特性や考え⽅を今までよりも知るこ
とができていることがあります。プログラム
を提供するだけでなく、お⼦さんとの対話を
通して、よりお⼦さんのことを知ったり新た
な⼀⾯を⾒たりできていたりするという実感
があります。また、他のお⼦さんの⽀援に⽣
かせそうだと思ったことは平⽇のトレーニン
グのねらいに盛り込むなど、個別のプログラ
ムをしながら、より多くのお⼦さんの⽀援に
還元できる視点を得られることもやりがいに
感じます。
⼀⽅で、正解のない「気持ち」を取り扱うこ
との難しさを感じています。経験したことの
ない状況や気持ちを想像することが難しいお
⼦さんもいらっしゃるため、どのような伝え
⽅をするとお⼦さんにわかりやすいか、納得
感のある伝え⽅ができるか悩むことがありま
す。その際は、複数の選択肢を提⽰して選ん
でもらったり、お⼦さんにとってプラスの気
持ちになるかマイナスの気持ちになるかなど
を聞いてみたりと模索しています。

デコボコベースで働いていて、よかったことや
課題と感じることはありますか。

 デコボコベースで働いていてよかったこと
は、⾃分のやりたいを叶えるために挑戦でき
る環境があることだと思います。⼊社前から
就労移⾏⽀援で働きたいことをお伝えしてい
ますが、公認⼼理師の資格取得をしたタイミ
ングで、就労移⾏⽀援を利⽤されている⽅の
⾯談の同席をさせていただいています。上⻑
や⼀緒に働いている教室スタッフの協⼒あっ
てのことですが、資格を活かした業務や⾃分
のやりたいことを実現するための道を進めて
いるという実感があります。今後は⾃分の所
属している教室の業務やお⼦さんの⽀援を⾏
いつつも、⾃⽴⽀援や就労移⾏⽀援など⽀援
の範囲を拡⼤していけたらと思っています。

社会⼈1年⽣でまだまだ未熟な部分はあります
が、⽀援に関すること・福祉サービスの制度に
関することなどたくさんのことを吸収していき
たいと思っています。
これからもご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願いします！

デコボコベースのメンバーに⼀⾔！

HT中野教室 
青嶋 野愛



 2023年10⽉より、内部監査室と企画室を統合
した、企画部の責任者を務めさせていただくこ
とになりました。私は、前職では、認可申請や
それに伴う⾏政との渉外、検査や調査の対応な
ど、⾏政との窓⼝になる業務と、全社の仕事が
スムーズに進むよう調整を図る総務的な業務に
従事していました。現職では、パートナー事業
所の運営⽀援にまつわる多岐にわたる業務に従
事するところから始まり、直営およびパートナ
ーの事業所の実地指導対応や、事故・苦情対応
の案件にも多数対応し、仕事の領域を拡⼤して
きました。そのような活動を経て、今回内部監
査室と企画室の責任者を引き継がせていただく
のは、⾃⾝の貢献できる領域を評価いただけた
のだと、⼤変光栄に思います。

Baton Touch

企画室・内部監査室 vol.5

会社にとって⼤きな出来事である「世代交代」。
バトンを渡す⼈、引き継ぐ⼈。

それぞれの想いを聞いてみました。

企画室の責任者に就任、
利年さんから内部監査室を引き継ぐことに
ついて、どのようにお考えですか。

新しいチーム（内部監査室・企画室）に
期待していることを教えてください。

 内部監査室は、社内だけに留まらず、ハッピーテラス、ディーキャリア、ディーエン
カレッジそれぞれのブランド全体に対して、合法性と合理性の観点から公正かつ独⽴的
な⽴場で、ガバナンス・プロセス、リスク・マネジメントおよびリスク・コントロール
について客観的意⾒を述べ、助⾔・勧告を⾏います。我々は、全国に200以上の事業所
を運営するグループとして、1事業所に求められるコンプライアンス体制よりも⾼い⽬標
を持ってコンプライアンスに取り組むことが求められています。とはいえ、開所したて
の事業所や、異業種から福祉の世界にやってきた⼈材にとって、⽇々の⽀援の提供を⾏
いながら、制度を網羅的に理解し、常に運営体制を改善していくのは容易なことではな
いと思います。体系⽴てられた教育機会の提供、チェック体制、是正と再発防⽌を⾏う
ためのフォローを通じて、我々のグループに参加している中で事業所や地域で、コンプ
ライアンスに携わるリーダー⼈材になっていけるような体制構築を担っていきたいと考
えています。

Masahumi          
企画部長

Nakanishi



Baton Touch企画室・内部監査室

 

デコボコベースのメンバーに⼀⾔！

 私は、弊社のビジョン「凸凹が活きる社会を創る。」に共感して⼊社しました。同質性の
⾼い組織は意思決定のスピードが早く、特定領域の成果を早く出すことができるかもしれま
せん。しかし、我々は、直営の事業所だけでなく、パートナーの事業所とともに、各地域で
社会貢献のインパクトを⽣み出そうとしています。グループの組織体としての階層の複雑さ
や、⼈材と働く地域の多様性の中で、同じ⽬標に向かって進んでいくためには、⾼く遠くま
で⾒渡せる視点と抽象的な思考能⼒、実際に現場で⼿を動かして肌ざわり感の中で発想し学
んでいく能⼒の両⽴が求められます。同じ⽬標に向かいながら、組織として多様性を拡充さ
せていくのはたいへん難しいことだと思いますが、私は、デコボコベースで働く⼈たちが、
凸凹が活きる社会を創るために、凸凹が活きる組織の中で、凸凹が活かせる⼈材になること
に、⼤きな意義を感じています。デコボコベースで働くひとりひとりが描く未来を⽬指して
働けるよう、コンプライアンスや業務の効率性など⾜元を⽀えつつ、新しい企画を⽴案し再
現性を持たせていく仕事に注⼒したいと考えています。
将来、デコボコベースで育った⼈材はすごいね！社会に価値を⽣み出せるよね！と⾔われる
よう、⾃分の役割を全うし、常に仕事の領域を拡⼤できるようにしていきたいと思います。

 企画室は、全国のパートナー事業所の運営⽀
援のためのサポートや、それに関わる業務の改
善が主なミッションでしたが、この機にデコボ
コベース株式会社と全国のパートナー企業が、
ソーシャルインパクトの実現のための活動に注
⼒できるように、業務改善や社内外のイベント
その他の企画を効果的に⽴案・運営していくチ
ームになります。抽象度が⾼く、⼤きな⽬標の
達成を⽬指すことになりますが、私たちの組織
が社会に貢献できる領域のそれぞれにおいて、
どのようなロジックで仕事が成り⽴っているの
か分析し、最適化を図ることで、少ない労⼒で
同じ成果を出せるように改善を⾏い、より上位
の⽬標に向かって進んでいくためのリソースを
確保します。
 メンバーのアイデア・実⾏⼒を引き出し、業
務の継続的な改善を通じて意思決定の速度をあ
げ、全国で⽀援を⾏っていただいている皆さま
をエンパワーメントできるような、魅⼒的な組
織になるよう尽⼒したいと思います。



Baton Touch企画室・内部監査室

 

Rine Ue
　 社外取締役 中⻄さんに企画室/内部監査室を引き継いだ

ことについての想いを教えてください。

 「やっと引き継ぐ事ができた」と安⼼していま
す。中⻄さんへ内部監査室（当時はコンプライアン
スチーム）へのリーダーの打診をしたのは、実は1
年以上前でした。松井さんが中期経営計画を作成す
るのと同時に、各役員は今後の⾃分の３か年の計画
を作成します。そして、⽴てた計画に向けてPDCA
で回していき、組織⼒を向上させるために努めてい
ます。つい先⽇、引越の整理をしていたところ、
2020年に作成したマインドマップや、⽬標が出て
きました。その中に私がいなくても、機能している
状態にする⽬標があり、「なんとか2023年でやり
きることができたな」と思っています。

中⻄さんに⼀⾔！
 内部監査室は、厳しい細かいイメージがあると思いますが、中⻄さんが作る内部監査室
は双⽅のコミュニケーションが取れる場所になることを期待しています。私が後任者を選
定するときに、「とにかく利⼰に⾛らない⼈」「客観性に優れている⼈」「平等でなく公
正な判断ができる⼈」この3点で考えました。内部監査室ではハラスメントなども取り扱
うため、情報統制や⼠業の先⽣とのやり取りが多くなることが理由です。中⻄さんは、そ
の全ての点を満たしていました。どんな時も、現場やカスタマーの⽬線に⽴って何が公正
ななのかという判断をしてくれることを期待しています。

デコボコベースのメンバーに⼀⾔！

 ⼀つの事を形にしていくには、時間がかかります。変化から定着の段階になるには、3
年ほどかかると私は思っています。コンプライアンスの活動を全社で⽴ち上げて3年。こ
れまでに様々な知⾒や、経験が得られました。失敗も次に⽣かせば、失敗ではなく経験に
変わります。私の代では、コンプライアンスについての理解を得てもらうことや、チーム
の認知、実際の活動をすることを主としてきました。そして今回引き継いだ中⻄さんは、
事前にできるリスクマネジメント等を経営戦略に盛り込んだ形へとステップアップさせて
いくと思います。今よりも良い組織ができることを楽しみに外から⾒守りますね。

 「変化を恐れず変化を創る側に回ろう」という話を、以前の社内報でお伝えしました。
内部監査室も最初から全て上⼿くいっていたわけではありません。批判も多く受けました
し、判断ミスも沢⼭しました。それを乗り越えて形になってきたのです。直営の中でコン
プライアンスの分化タスクを担当して、地道に何年も頑張ったスタッフは転職の際に、そ
の知識を買われて役職も給与もUPし旅⽴ちました。（すごく残念でしたが...）
何をどう活かすかは⾃分次第です。
コンプライアンスに興味がある⼈はぜひ、中⻄さんに相談してくださいね。



もにす認定って、知ってる？
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事
に
取
得
出
来
て
嬉
し
か
�
た
気
持
ち
は
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
︒
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�
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�
認
定
﹂
�
�
�
︑
現
時
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�
�
�
�
�
事
業
主
�
認
定
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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東京都

48社
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東京都
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(特例⼦会社除く)

40

３

4

3
0

7

48

10

13

14



取
得
�
�
�
�
�
�
�
�
利
点
�
�
�
�
�
�
︒

 
⼀
般
的
な
利
点
は
当
社
の”

ブ
ラ
ン
デ
�
ン

グ”
に
お
い
て
強
み
に
な
る
こ
と
で
す
︒”

ブ

ラ
ン
デ
�
ン
グ”

と
は
簡
単
に
説
明
す
る
と
︑

⾃
社
に
対
し
て
の
信
頼
や
共
感
を
通
じ
て
他
社

と
は
違
う
価
値
創
る
も
の
で
す
︒
な
の
で
︑
売

上
と
採
⽤
に
⼤
き
く
関
係
す
る
項
⽬
に
な
り
ま

す
︒
な
ぜ
︑
ブ
ラ
ン
デ
�
ン
グ”

に
寄
与
す
る

か
は
︑
ス
ペ
�
ス
の
関
係
上
こ
こ
で
は
割
愛
し

ま
す
が
︵
興
味
あ
る
⽅
は
い
つ
で
も
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
い
！
︶
︑
担
当
者
の
わ
た
く
し
と
し

て
は
︑
本
質
は
そ
こ
が
⼀
番
の
利
点
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒
そ
も
そ
も
﹁
も
に
す
認

定
﹂
⾃
体
が
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
と
い
う

の
も
あ
る
為
︑
ピ
ン
と
来
る
⽅
は
少
な
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
が
︑
﹁
社
会
的
経
済
的
⾃
⽴
を

⽀
援
し
て
い
る
企
業
が
︑
⾃
社
で
も
障
害
者
雇

⽤
を
積
極
的
に
し
て
お
り
︑
そ
の
思
想
と
取
り

組
み
と
実
績
を
国
が
認
め
て
く
れ
た
﹂
と
い
う

事
実
が
と
て
も
⼤
き
な
こ
と
で
あ
り
︑
私
た
ち

の
⽇
々
の
仕
事
︑
活
動
︑
業
務
の
誇
り
に
も
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
⼤
切
な
部

分
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

�

今
後
⽬
指
�
�
�
�
認
定
�
賞
�
�
�
�
�
�
�

�
�
︑
教
�
�
下
�
�
︒

 
社
内
調
整
中
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
﹁
健
康
優

良
認
定
企
業
﹂
﹁D

＆I

ア
ワ
�
ド
﹂
﹁
⼥
性
の

健
康
経
営
認
定
﹂
﹁B

 C
orp

﹂
﹁F

orb
es

JA
P

A
N

 w
om

an

﹂
を
狙
�
て
い
ま
す
︒

デコボコベースのメンバーに⼀⾔！

 私事ですが、最近社内ベンチャーのような位置づけでNPO法⼈を代表として⽴ち上げま
した。その中で、上さんや松井さんが仰っている「“家族のように”考える」という⾔葉が
少しだけ分かり始めてきた気がします。働くことに対しての考え⽅は⼈それぞれだと思いま
すが、私⾃⾝は「働かせてもらっている」「給与をいただいている」という価値観で⽇々過
ごしています。また、会社は「家の“ように”」と考えています。だからこそ、⾃分の家
（家族）が、社会から第三者から褒められたり認められたりしたら、とても嬉しく、誇らし
く感じます。当社が認定/認証/受賞されること、評価されることで皆さんが「誇りを持て
る」ように今後も努めていきます！（会⻑室 島⽥）


